


動画を見る

https://youtu.be/RR0ggwjNWSU


・授業は「聞く」が中心の受け身型
・教科横断が理想だが、現場では浸透が不十分
・環境問題の「認知」は上がっている
・しかし「考える・行動する」まで届いていない

なんとなく知ってるけど、知識をつなげる機会がない



東京学芸大学 https://ierg.u-gakugei.ac.jp/publish/report/.assets/33_37.pdf

・小学生からの環境教育
・森の学校・ビオトープで自然体験
・教科を横断したテーマ学習
・プロジェクトウィークなど探究活動の実施
・地域施設と連携した学びやイベント

環境を「生活の中」で学ぶ



・自然体験で五感と主体性を育てる
・「森のムッレ教室」などで主体的な思考力を育成
・学校・自治体・企業・NGOが連携
・小学生からSDGsを体験と議論で学ぶ
・国民の環境意識が高い

学びと社会がつながっている
日本野外生活協会 https://mulle.sakura.ne.jp/



・行動に変わる人が少ない
・主体的に学ぶ場が少ない
・体験と実践がつながっていない
・学校と地域・社会の連携が弱い



「知る」だけで終わらず、
      「考え、動く」教育が必要



「循環型プロジェクト」
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                               から学ぶから、記憶に残る

教えることで、学びが

学びが                                                              つながる

環境問題を                                           に変える教育

体験

深まる

次の世代へ

自分ごと



教育にもっと力を。

学び方が変われば、
       未来は変えられる
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